[image: どんまが_5_1024.png]




[image: 0.png]試食号にあたって
 
こんにちは、ゆうMUG会長の杉山です。この「ゆうMUGマガジン」略して「どんまが！！」は東京の多摩市を拠点に活動している、Apple Macintoshのユーザーズグループが配信するePub形式のマガジンです。
グループの活動報告を中心に、ユーザーグループ会員の手作りによる実験的なマガジンです。内容、発行、 編集方針全てにおいて「どんぶり」をポリシーとしています。
これからの「どんまが！！」にどうかご期待ください。
 
2010年12月吉日
ゆうMUG会長　杉山元規


[image: C1.png]ゆうMUGの紹介
 
「ゆうMUG - ぷらすゆうMacユーザーズグループ」のご紹介﻿
[image: ショップPLUS YUさん.png]
　「ゆうMUG - ぷらすゆうMacユーザーズグループ」は、東京多摩市の京王・小田急永山駅前にある、ショップPLUSYUさんの協力の元、活動しているアップルのユーザグループです。
[image: ゆうMUGキックオフミーティング.png]
　2007年12月23日に行われたキックオフミーティングにて、ゆうMUGはその産声をあげました。当日はショップPLUSYUの常連さんをはじめ、興味を持っていただいた多くの皆さまにご参加いただきました。

　かつてMacを起動すると現れた、HappyMacを心のシンボルに。「よく遊び、よく学べ」をモットーに活動していくという趣旨は、多くの皆さまのご支持をいただきました。
　その後、ゆうMUGは年4回の定例会を基本として、会員の研究発表、デモ。ベンダーさんをお招きしてのプレゼンテーション。Macを使った作品コンテストなど、多様な活動を展開して来ました。

　2009年からは、日頃の活動の成果を世に広めようと、「ゆうMUGプロダクト」計画も始動。第一弾の製品として、iPhoneアプリ「どんぶりカルク」をリリースしました。

　また2010年には、関東近県のユーザグループならびにアップルファンのお祭りとも言うべきイベント「AUGM東京」に参加。
[image: AUGM東京にて.png]
　ゆうMUGでは、今後もこの楽しい雰囲気を、より多くの皆さまと味わっていただきたいと思います。MacとAppleを愛する皆さまのご参加を、心よりお待ちしております。
 
ゆうMUG会長　杉山元規


[image: C2.png]第12回定例会リポート
 
 
　去る2010年10月30日土曜日、多摩市の永山公民館「和室」にて、ゆうMUG第12回定例会が開催されました。
　当日、関東地方は台風の直撃を受けると予報されており、事務局では強い風雨に誰も来ないのではないかなどと心配しておりましたが、最終的に20人近い参加者の皆様にお集まりいただきました。
[image: 第12回定例会.png]
　前半は、ゆうMUGアプリ開発チーム稲葉リーダーによる、「お茶会講座」。
　iPhoneアプリ開発をテーマに、毎月行われているこの講座、今回は加速度センサーを使ったゲームアプリを作って、実機転送を行うところまで進みました。
　Mac上のiPhoneアプリ開発環境、iPhone SDKでは、iPhone本体の傾きでコントロールする加速度センサーのシミュレーションが出来ないのですが、実機転送を行う事でセンサーがらみのバグ（プログラムの記述ミス）がどのように結果に反映するのかを、実際に確認する事が出来ました。
 
　続いて、アップルの公式資格認定試験ACSP10.6について、会長の杉山から説明のプレゼンテーションがありました。
MacOS X 10.6のエキスパートとして、アップルから正式に認定されるこの資格取得を、株式会社ダイワボウ様のご協力のもと、ゆうMUGが何らかの形でサポートしようという企画ですが、非常に多くの参加者の皆さんが興味をしめされました。
事務局では、さらにサポートの内容をつめて、ゆうMUGから一人でも多くの合格者が出るようにしたいと考えています。
 
　次に、発売されたばかりのMacBook Airをお持ちいただいた梶本さんのご協力で、噂の起動速度の実証実験を行いました。
稲葉リーダーの第二世代MacBook AIR。菊池さんのCorei5搭載MacBook Proとの起動速度競争という興味深い内容だったのですが、それぞれのチューンがバラバラだったため、なんと三機同着という予想を大きく裏切る結果に！
 
[image: 抱腹絶倒の結果となった起動実験.png]
 
　続いて、iOS4からiPhone、iPod touchに実装された、ソーシャルゲームアプリ環境「GameCenter」を使った対戦実験。その場で、艦隊戦ゲーム「FleetMaster」をインストールし、会場のあちこちで対戦が始まり、会員の島津さんと会長杉山も対決。島津さんの二連勝という、会長の面目丸つぶれな結果となりました。
 
[image: GameCenterを利用した対戦実験.png]
　そんなこんなで、例のごとく二次会へなだれ込み、今年最後の楽しい定例会は終了いたしました。
来年は、お茶会講座で確立した月１回の集合ペースを、そのまま定例会としていく予定ですので、皆様の一層のご参加をお待ち申し上げております。
 
よろしくお願いお申し上げます！



[image: C3.png]ゆうMUGプロダクト通信
 
＜第１回　〜どんぶりカルク〜＞
 
　このコーナは「ゆうMUGプロダクト」のリーダーを務めさせていただいている私、稲葉がアプリ開発のことを書いて行こうと思います。第１回目は「どんぶりカルク」について。
 
・どんぶりカルクとは何ぞや？
　ゆうMUGマガジンを読みながら、「どんぶりカルク」を知らない人がいると困るので説明をしておきます。どんぶりカルクとは「ある数字のn掛け計算をする」「税込み、税抜き計算をする」ための専用の計算機です。記憶が正しければ、どんぶりカルクは2009年初頭に会長と調布のジョナサンで話している中で生まれました。
 
・リリースまで
　一番最初のどんぶりカルクはデザインされているとは決して言いがたいものでしたが、アイデンティティとも言える中央の４ボタンを既に備えています。ゆうMUG会長のアイディアの先見性が分かりますね。図１は定例会で公開する前の試作品です。
 
[image: 1_ab.png]
　その後、デザイン面を標準の電卓を元にしたものに切り替えて2009年4月25日の第６回ゆうMUG定例会の際に「ゆうMUGプロダクト第１号」としてお披露目を行いました。（図２、必死に慣れないイラストレータでパーツを作ったのがいい思い出です。）この定例会を機にゆうMUGプロダクトが本格始動します。
　本格始動したプロダクトで大きな役割を果たしたのは金子さんの存在です。デザイナさんの参加によって一気にクオリティがあがったのは間違えありません。ユーザターゲットの設定に基づいたUI（ユーザインタフェース）設計や機能の追加アイディアなど具体性が増して行きました。また、ゆうMUGプロダクトチームは初期段階から月に１回のオフラインミーティングを行っていました。これが後にお茶会講座、ひいては定例会の月例化に繋がったのではないかと思います。
[image: 3_ab.png]
 
・リリースしてから
　2009年10月に記念すべきVer1.0リリースとなりました。リリース後は会員の方の意見や、AppStoreに寄せられたレビューに答える形でアップデートを行っています。（とは言っても３件しかレビューついていませんが…。書いてくださった方ありがとうございます。）キーボードのオンオフがわかりにくいという会員の方の意見を反映したものを１月に1.0.2としてリリース。任意の掛け率で計算がしたいというレビューを元に掛け率の設定ができるようにした2.0を2月にリリース。その後も、掛け率計算のバグを修正したバージョンなどをリリースし、8月には全体のUIや税抜き計算機能を追加したメジャーアップデート版の3.0をリリースしました。
[image: 2_ab.png]
 
・これからどうするの？
　どんぶりカルクの開発はまだ終わってはいません。実は次期バージョンの開発が進行中です。これまでとは違ったユーザ層をターゲットにしたバージョンになる予定です。最後にちら見せ。（画像は開発中のものです） では、次号もよろしくお願いします♪
[image: IMG_0001s.png]
 
written by @inabary No.0040


[image: C4.png]カメラはシグマとそれ以外（その壱）
 
 
カメラとは何か？
 
カメラは小さく、忘れやすい。
 
どこへでも置き忘れる。一日中忘れ続けられる。
 
忘れ方に正しいも間違いもない。
 
驚くほどあっけなく忘れ、まるで呪術にかけられたよう。
 
もう帰ってこないんだと諦めがついたとき、人は決まってこうつぶやく。「仕方ないから、けーたいで撮ろう」と。
 
けーたいでいいぢゃん？
携帯電話のカメラがあるのだから、単独のカメラなんて、いらないぢゃん？
 
けれど、なんで人は、あんなiPadより重く、野暮ったい箱を持ち出して、レンズがどうとかどこまで意味があるんだか皆目分からない呪文を唱えたりするのだろう？
 
まあ、いいや。わからなければ試してみれば良いだけ。
０円で買った、とりあえずカメラがついてますよいいですねぇ的な携帯電話と、2万円くらいのコンパクトデジカメ、そして、10万円以上払わなければ買えないデジカメを用意して、適当にそこいらじゅう撮影しまくってみれば良い。
 
つまるところ、安いカメラは画質が悪いのですよ。決定的に。
言葉としてこう、ぴたっとはまる表現をいろいろ考えてみたのだけれど、どうだろう？、こんな文句がいちばんふさわしいのかもしれない。「なんか、ザワザワしている」
 
スポンジケーキの生地のようにザワザワした世界を、無理に糊で固めたような写真が撮れるのですよ、安いカメラでは。
 
こんな写真がデジカメで撮れるのにも、それなりの理由があって、
つまるところデジカメって、もともとビデオカメラの技術を応用した代物だからなんですよねぇ。
 
デジカメが商品化されるより以前、すでにビデオカメラが実用化されていて、旅行のお供として重宝していました。
あのVHSのカセットを小型化したり、8ミリなんて新しい規格をあえてこさえてみたり、各社が競ってビデオカメラを売ってました。
 
まだインターネットがなくて、パソコン通信の時代だったんですけれど、私なんかもソニーのハンディカムを手に入れて、オフラインミーティングの旅行の模様をビデオ撮影したりしました。
 
まだ動画を配信する仕組みがどこにもありませんでしたから、こっちが究極の小ささにまで圧縮して、パソコン通信サービスのスタッフに文句を言われながら細々と公開していました。
 
この頃、まだカメラの写真は、銀塩フィルムが主流だったのですよ。
まあ、それはそれとして、ビデオカメラはそれなりに高価だったのですけれど、それにしてもやっぱり画質はそれなりでした。
なぜにわかに画質が悪いと確信できたかと言えば、テレビを毎日見せられていたからです。
テレビ収録に使われているビデオカメラと比べると、もう雲泥の差。お話にならないくらい画質が違う。
 
「３管式のカメラはいいな～♪」
こんな呪文があちこちの愛好家の間で呟かれました。
昔の放送業務用のビデオカメラはプリズムを内蔵していて、入ってきた光をRGBに分解して、それを撮像管の表面へ照らして取り込んでいたのです。
 
どうしてこんなことをするのか？
この撮像管なるものが、白黒しか認識しなかったから、なんですよね。
ですから昔の３管式のビデオカメラは、撮像管を３本搭載して、おまけに分光プリズムを内蔵していた。つまり、すごい巨大なカメラだったのです。
 
やがてビデオカメラの小型化の要求を受けてか、撮像管１本で済ませるタイプのカメラが登場します。
ぶっちゃけ１本の中身を色フィルターで格子状のRGBに分けて、あとでまた合成すればカラーになるよというものでした。
画質は確実に悪くなるけれど、どうせ報道向けのニュース取材で使うものだし、動画だから画質はわからないだろうという理屈ですね。
 
しかし結局、この方式が、民生用のデジタルスチルカメラに採用されてしまったのです。
しょせんはビデオカメラの応用で、よくわからない素人向けに妥協したつくり、これが現在のデジタルカメラの出発点でした。
 
（－つづく－）
 
writer & photo by @keezay No.0050
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“どんまが!!”では、ゆうMUG会員および読者の皆様から写真を応募します。テーマは“TAMA PHOTO”。東京多摩地域に関わる内容であれば何でもかまいません。
【応募規定】
未発表作品で応募者本人が撮影したもの。
被写体が人物の場合、肖像権などの責任は負いかねます。必ず被写体ご本人の承諾を得るようにしてください。
【応募方法】
アドレスに写真データを送付ください。写真はJPGフォーマットでお願いします。紙媒体への出力品は受け付けておりません。
応募の際、以下の５つの項目を記入してください。
１）氏名（ペンネームやTwitterネームを希望であればその旨をお知らせください）
２）連絡先（メールアドレスのみでも構いません）
３）ゆうMUG会員であれば会員番号、
４）作品タイトル
５）作品のねらい
 
応募先: info@yu-mug.jp
 
【作品について】
必ず掲載されるとは限りませんので宜しくご了解の程、お願い申し上げます。応募頂いた作品は、“どんまが!!”掲載とゆうMUGの活動で使用させて頂きます。


[image: C6.png]インドで二度寝
 
 
[image: イエローカントリー.png]
　インドと言えばカレー。カレーは黄色い。だからインドは黄色の国である。こんな単純な話はないと思っていたが、初めてインドを訪れて感じたのは、インドにおける黄色の美しさであった。
 
　
 
　街中を縦横無尽に走っているオート リクシャー、出店に吊るされているバナナ、風化していつ崩壊してもおかしくないコンクリート壁のペンキ、土の色、サンセットに地面から舞い上がる黄みがかった砂埃、そしてテーブルに並ぶカレーやナン。様々なイエローがインドを奏でているかのようである。インド人も、イエローと調和するかのごとく褐色に焼けた美しい肌を身にまとっている。その褐色の肌は街に沢山溢れ、街に行けば、人、人、人の洪水である。恐ろしくエネルギッシュでパワフルである。
 
 
[image: バンガロールチルドレン2.png]
 
　赤道に近い国々は色彩豊かで原色が映える。その中でもインドのイエローは格別である。かなり個人的かつ短絡的な意見で恐縮だがそう感じてしまったものだからしょうがない。もちろん、木々のグリーン、真っ赤に熟れた果実、青空のブルーもインドの色彩を演じる大切な役者たちだが、私の主観ではそれらは完全に脇役である。主役はイエロー。
 
　インド人は、白人、黒人、黄色人種のどれにも当てはまらないアーリア人そのもので第四の勢力だ。むしろアーリア人から様々な人種に分かれていったのではないかと勝手に人類学してしまった。彼らは自分にとって摩訶不思議な人達なので正直何を考えているのかよく分からない。仕事をしていても、心が通じているのか通じていないのか全く掴めないのが率直な感想である。心の中は常に黄色信号。ここでもイエローである。
[image: 買い物.png]
 
　経済成長が止まり少子化で国が衰退する危機を迎えている日本から来た私から見るインドは、インダス文明から悠久の時の流れを経て現在に至る太古の国、新興国として台頭し経済成長著しく活気づいているとても素晴らしい国に映ってしまう。インドはマハラジャ宮殿にある財宝のごとく黄金に輝いている。我らが日本もかつては黄金の国ジパングと言われたことがあった。インドの地にいて改めて日本が再び黄金のごとく輝くために立ち上がらなければならないと感じた。まさに黄金のイエローパワーが必要なのだ。
 
　私はイエローパワーを浴びる夢をみて汗びっしょりで目覚めた。冷静に考えれば昨晩の香辛料たっぷりのカレーを腹一杯食べたのが寝汗の原因だったのだろう。汗を拭い、iPhoneの目覚ましをセットして二度寝することにした。
 
さて、今夜もカレーだよ。
 
writer & photo by @alfataro No.0022


広告
[image: スクリーンショット（2010-10-22 17.30.17）.png]
「PLUS YU（プラスユウ）」は、東京郊外の閑静なベッドタウン多摩ニュータウンに平成元年(1989年)の春、Mac専門店としてオープン致しました。 Apple製品を販売し続けて20年以上、日本最古級のMac SHOPとして、これまでに4万台以上の Macintosh と4万台以上の iPod をお客様にお届けして参りました。「PLUS YU」の "PLUS" は、"Macintosh Plus" から20年以上にわたりアップル製品の販売・サポートを継続してきたという私たちの誇りであり原点です。
アップル専門店「PLUS YU」は、Apple Authorized Resellerとして、アップル認定サポートプロフェショナル・テクニカルコーディネーターを取得した専門スタッフが、お客様のアップルライフにハッ ピーを「プラス」するお手伝いをさせて頂いております。アップルライフを始めたい方も、アップルライフが大好きな方も、ぜひ一度「PLUS YU」にお越しください。
－ご来店を心よりお待ち申し上げます－
 
HP : http://www.plusyu.co.jp/
E-mail : shop@plusyu.co.jp
Tle : 042-338-8866
Fax : 042-371-7229
〒206-0024 東京都多摩市 諏訪2丁目12番地 アクロスビル1階
地図
 
＜営業時間＞
12:00 -19:30
定休日：月曜日



編集後記
 
創刊号準備としての試食号は手探りでなんとか発行までに至りました。ePubの作り方に関しては情報も少なく試行錯誤を繰り返しましたが、雑誌らしくなんとか体裁を整えたつもりです。まだまだ完成度は低いものの、ゆうMUGのメンバーで楽しく作り上げることが目的です。それが少しでも伝わって頂ければ幸いです。
 
是非、多くのメンバーに参加できるようにこれからも努力していきたいです。また、このゆうMUG会員に是非なってみたいと言う方、以下のホームページにアクセスしてください。
どんまが編集長　@inabary No.0040

 
 
HP：　www.yu-mug.jp
E-mail : info@yu-mug.jp
 
 
編集部
 
編集長　@inabary
編集者　@alfataro
発行人　@jaraku
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